
 

 

2025 年 10 月 20 日 

各 位 

会 社 名 サ イ バ ー ス テ ッ プ 株 式 会 社 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  湯 浅 慎 司 

（コード番号：3810 東証スタンダード市場） 

問い合わせ先 取 締 役  緒 方 淳 一 

 （TEL0570-032-085） 

 

 

（開示事項の経過）子会社等の異動を伴う株式の取得に関する株式譲渡契約締結のお知らせ 

 

当社は、2025年 10月３日付で「子会社等の異動を伴う株式譲渡契約に関する基本合意書締結のお知

らせ」を公表しておりますが、本日開催の取締役会において、アリア株式会社及び、株式会社３rd全

株式を取得し子会社とすることについて決議いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

なお、取得の目的及び理由については 2025年 10月３日付の上記公表をご参照下さい。 

 

記 

 

１．異動する子会社の概要 

１ 名称 アリア株式会社 株式会社３rd 

２ 所在地 
東京都渋谷区渋谷一丁目 15-
12 レイドアウト渋谷 502 

東京都港区西麻布二丁目 25 
番 19 号 Barbizon28-６F 

３ 代表者の役職・氏名 
代表取締役社長 

水島 由智 

代表取締役社長 

五十嵐 篤志 

４ 事業内容 
介護保険法に基づく居宅サー

ビス事業他 

コンタクトセンター及びコン
タクトセンターシステムに関
する業務 

５ 資本金 2,000万円 990万円 

６ 設立年月日 2023年８月 24日 2024年４月 11日 

７ 大株主及び持株比率 水島 由智 100％ 五十嵐 篤志 100％ 

８ 

上場会社と
当該会社
との間の
関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

９ 当該企業の最近 3年間の経営成績及び財政状態（単位：百万円） 

決 算 期 
2023 年 
7月期 

2024 年 
7月期 

2025 年 
７ 月期 

2023 年 
3 月期 

2024 年 
3 月期 

2025 年 
3 月期 

純 資 産 - △151 △436 - - 20 

総 資 産 - 34 75 - - 34 

売 上 高 - 24 230 - - 312 

営 業 利 益 - △170 △276 - - 15 

経 常 利 益 - △170 △285 - - 14 

当 期 純 利 益 - △171 △285 - - 10 

 

２．株式取得の相手先の概要 



 

 

 会社名称 アリア株式会社 株式会社３rd 

１ 氏名 水島 由智 五十嵐 篤志 

２ 住所 東京都港区 東京都渋谷区 

３ 
上場会社と当該個人との

関係 

当社及び当社の関係会社と当該個人との間で記載すべき資本関

係、人的関係、取引関係、その他特筆すべき関係はございませ

ん。 

 

３．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

 会社名称 アリア株式会社 株式会社３rd 

１ 異動前の所有株式数 
0株 

（議決権所有割合：0％） 

0株 

（議決権所有割合：0％） 

２ 取得株式数 
2,000株 
（議決権の数：2,000個） 

9,900株 
（議決権の数：9,900個） 

３ 取得価額 1,900百万円 1,250百万円 

４ 異動後の所有株式数 
2,000株 
（議決権所有割合：100％） 

9,900株 
（議決権所有割合：100％） 

 

４．取得価額算定の根拠 

（１）アリア株式会社 

本件の株式価値は、第三者算定機関である東京フィナンシャル・アドバイザーズ株式会社（東京都

千代田区 代表取締役：能勢 元）による DCF 法の評価を主な参考としています。当該価値は、算定

機関による財務デューデリジェンスの結果を踏まえたもので、2025年７月期に新規拠点開設や採用強

化に伴う先行投資を行った一方、2026年７月期以降は既存拠点の稼働率上昇や「本店＋サテライト」

構造による効率化、利用者数の積み上げによる収益化を見込んでいます。また、地域包括ケアの推進

等の政策的追い風を踏まえた、2030年７月期までの予測キャッシュフローを基に評価しており、将来

的なキャッシュフロー創出力に照らし、取得価額は合理的かつ適正な水準と判断しております。 

 

（２）株式会社３rd 

本件の株式価値は、東京フィナンシャル・アドバイザーズ株式会社による DCF 法の評価を主な参考

としています。当該価値は、算定機関による財務デューデリジェンスの結果を踏まえたもので、通信

業界大手との営業委託契約や BPO 案件の受託見込み、既存取引条件の改善を反映しています。直前期

は設立初期における体制整備費などの先行コストが発生しましたが、今後は営業体制の内製化等によ

る利益率向上や新規案件の稼働により、売上・利益の拡大を見込んでいます。将来的なキャッシュフ

ロー創出力に照らし、取得価額は合理的かつ適正な水準と判断しております。 

 

５．日程 

取締役会決議日 2025年 10月 20日 

契約締結日 2025年 10月 20日 

株式譲渡実行日 2025年 11月上旬（予定） 

 

６．今後の見通し 

2026 年 5 月期第 2 四半期決算よりアリア株式会社及び株式会社３rd は当社の連結子会社となりま

す。本件は、中長期的に当社グループの連結業績の向上に資するものと考えておりますが、2026年５

月期の当社の業績に与える影響は現在精査中であり、今後、開示すべき事項が発生した場合には速や

かにお知らせいたします。 

以上 


